
 

川西市高齢者保健福祉計画・第１０期介護保険事業計画における計画策定支援及び 

アンケート調査業務委託に係るプロポーザル審査委員会の選定結果について 

 

 

川西市高齢者保健福祉計画・第１０期介護保険事業計画における計画策定支援及びア

ンケート調査業務受託候補事業者の選定について、川西市高齢者保健福祉計画・第１０

期介護保険事業計画における計画策定支援及びアンケート調査業務委託に係るプロポ

ーザル審査委員会による選定結果及び選定講評を受けて下記のとおり公表します。 

 

令和７年７月２４日 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      川西市長　越田　謙治郎　 

 

　　　　　　　　　　　　　　　 

記 

 

１．受託候補事業者 

　　ジェイエムシー株式会社大阪支店　大阪支店長　仁木　海渡 

 

２．選定結果 

 

 

 事業者・共同事業体名 点数

 ジェイエムシー株式会社大阪支店 ６７４ ／１，０００点



 

 

 

 

 

 

 

  川西市高齢者保健福祉計画・第１０期介護保険事業計画における

計画策定支援及びアンケート調査業務に係る 

公募型プロポーザルの選定講評 

 

 

 

 

 

 

令和７年７月２４日 

 

 

川西市高齢者保健福祉計画・第１０期介護保険事業計画における 

計画策定支援及びアンケート調査業務委託に係る 

プロポーザル審査委員会 

　  



川西市高齢者保健福祉計画・第１０期介護保険事業計画における計画策定支援及びア

ンケート調査業務委託に係るプロポーザル審査委員会（以下「審査委員会」という。）

は、川西市高齢者保健福祉計画・第１０期介護保険事業計画における計画策定支援及び

アンケート調査業務受託候補事業者の選定について、評価基準に基づき、提案内容等の

審査を行いましたので、審査結果及び審査講評を公表します。 

本プロポーザルへ参加いただきました提案事業者におかれましては、ご多用のところ

ご提案いただきましたことに対し、感謝申し上げます。 

 

令和７年７月２４日 

　　　 

 

　川西市高齢者保健福祉計画・第１０期介護保険事業計画における　 

計画策定支援及びアンケート調査業務委託に係る　 

プロポーザル審査委員会　委員長　田中　英之　 

 

 



１．本プロポーザルが求める事業概要と審査委員会の経緯 

（１）事業概要 

　　①  事業の目的 

「川西市高齢者保健福祉計画・第１０期介護保険事業計画」は、老人福祉法に基

づく老人福祉計画と介護保険法に基づく介護保険事業計画を一体的に策定するも

ので、令和８年度に計画期間が満了する現行計画を改定し、令和９年度から令和１

１年度までの３年間の計画として策定するものである。 

計画の策定にあたっては、日常生活圏域ごとに高齢者の生活実態、課題及びサー

ビスニーズの把握を行うためのアンケート調査の実施および、現行計画における事

業成果の分析や本市の実態把握及び課題の分析を踏まえ、兵庫県地域医療構想との

整合性を確保しつつ、上位計画である「第６次川西市総合計画」及び「第６期川西

市地域福祉計画」など関連する諸計画との調和を図り、２０４０年を見据えたサー

ビス基盤や人的基盤の整備、地域共生社会の実現、介護予防・健康づくり施策の充

実・推進、認知症施策の推進といった数々の課題に的確に対応した施策を立案する

必要がある。 

本業務委託は、かかる趣旨を踏まえ、専門的な知見や情報収集・分析等の技術を

有する民間事業者による企画・提案等の支援を受けることにより、本市における高

齢者施策の基本的な計画として、高齢者を取り巻く課題や介護保険サービス等に対

するニーズに的確に対応し、地域包括ケアシステムのより一層の深化・推進を図る

ことで、「全ての人が、最期まで自分らしく暮らし続けることができる地域共生社

会の実現」に向けた計画案策定を目的とする委託事業者を選定するため公募型プロ

ポーザルを実施する。 

　　②  事業実施 

　契約締結後、本市と協議し、仕様書に基づき令和９年３月３１日までに「川西市

高齢者保健福祉計画・第１０期介護保険事業計画」の策定を完了する。 

 

　　　　　　　　　（２）選定スケジュール 

 

　（３）審査委員会の構成 

 項目 日程

 実施要領の公表 令和７年６月　６日（金）

 質問書の提出期限 令和７年６月１８日（水）

 質問回答 令和７年６月２６日（木）

 企画提案書等の提出期限 令和７年７月　７日（月）

 プレゼンテーションとヒアリング選考 令和７年７月１６日（水）

 選定結果通知 令和７年７月２４日（木）



審査委員会は、川西市高齢者保健福祉計画・第１０期介護保険事業計画における

計画策定支援及びアンケート調査業務委託に係るプロポーザル審査委員会設置要

綱に基づき設置した。 

 

審査委員会の構成 

 

 

　　　　　　　　　（４）審査委員会開催と経緯 

 

 

　　　　　　　　２．提案内容に関する審査 

　　　　　　　　　　本プロポーザルへの参加事業者と審査結果は次のとおりである。 

（１）プロポーザル参加団体 

 

（２）評価基準 

 役職 氏名 所属等

 委員長 田中　英之 福祉部副部長（介護保険担当）

 副委員長 貞松　喜代美 福祉部介護保険課長（地域包括ケア推進担当）

 委員 福丸　幸紀 福祉部副部長

 委員 曽我　澄子 福祉部地域福祉課長

 委員 林　法夫 福祉部地域福祉担当参事官

 開催日 　　　　　　　　　　　　内容

 
令和７年７月１６日

優先交渉権者選定会議（プレゼンテーション・ヒアリング

についての意見交換及び採点、優先交渉権者の選定）

 事業者・共同事業体名（参加申込順）

 ジェイエムシー株式会社大阪支店

 評価項目 評価の視点 配点

 
①
業
務
遂
行
能
力
・
保
有
技
術
力

業務実施体制 

（様式２）
計画書を作成する体制は整っているか １５

 配置予定管理責

任者の経歴・実績

（様式２）

高齢者保健福祉計画、介護保険事業計画等の

策定支援に係る業務実績があるか
１０

 配置予定担当者

の経歴・実績（様

式２）

適切な人員配置を行っているか １０



 

（３）審査委員会による審査及び評価の流れ 

　　　審査委員会は、参加団体によるプレゼンテーション及びヒアリングを令和７年７

月１６日に実施した。 

　　　プレゼンテーションで企画提案書の内容を補完する説明及び提案を受け、市が求

める同種事業の実績や事業計画の実現性、事業推進体制、企画提案内容等の評価

 事業者の業務経

歴 

（様式３）

高齢者保健福祉計画、介護保険事業計画等の

策定支援に係る業務実績があるか
１０

 

②
提
案
内
容

業務理解力
仕様書の内容を的確に反映した提案となって

いるか
２０

 
的確性

国県の指針や施策の動向に基づく提案となっ

ているか
１０

 
分析力

本市の特徴をとらえた効果的な提案となって

いるか
１０

 
市民意見の反映

アンケート調査の結果を事業計画策定にどの

ように活用するのか、提案業者の考え方
１０

 
ワークショップ

運営等を任せることができるか（実行力） 

計画への反映はできるか（分析力）
１５

 
審議会・調整会議

会議への出席は可能か。会議を円滑に進める

ため、他市の実績やデータの提供ができるか
１０

 
新たな提案 本市の想定以外の提案はなされたか（企画力） １０

 
総合調整能力

本市の総合計画や関連する計画を理解してい

るか
１０

 
③
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン

説得力 事業説明が論理的で納得できるか ２０

 
提案資料

仕様書に基づいた分かり易い資料となってい

るか
２０

 
④
見
積

価
格 費用対効果 事業内容から見たコストの妥当性 ２０

 　 合計 　 200 点



を行った。 

　　　ヒアリングでは企画提案書の内容及びプレゼンテーションでの提案について、疑

問点や仕様書に基づき事業が適切に実施できるか、詳細に確認を行った。 

　　　各委員は事前に提出された企画提案書等をはじめ、「プレゼンテーション」「ヒア

リング」を総合的に評価し、本市が求める事業を実施できるか、慎重かつ厳正に審

査した。 

 

 

３．審査委員による審査結果 

（１）合計点による審査結果 

　　　提案事業者が１事業者であったため、審査委員５名の採点の合計点数が６００点

（６０％）を超えることをもって受託候補者とすることとしたところ、採点合計が

６７４点となり、基準値を超えたことから本提案事業者を受託候補事業者とした。 

 

 

（２）選評 

審査委員会では、本業務の目的である本市における高齢者施策の基本的な計画と

して、高齢者を取り巻く課題や介護保険サービス等に対するニーズに的確に対応し、

地域包括ケアシステムのより一層の深化・推進を図ることで、「全ての人が、最期

まで自分らしく暮らし続けることができる地域共生社会の実現」に向けた計画案策

定することができるかという観点で、業務全体の理解度・取組姿勢、同種業務の実

績、業務理解力はもとより、本業務受託決定後において、的確性及び分析力を充足

し、計画作成ができるかなどを総合的に審査・評価した。 

受託候補者は、他市での受託実績があり、仕様書に基づき実施するための方針に

ついて、的確に提案していた点において高評価であった。また、提案書においては

説得力のある内容となっており、本市の現状を捉え、将来に向けた方向性を示すも

のであった。 

さらに、ヒアリングの内容から計画書としての作成方針についても具体的であり、

本市の意向を踏まえ、より良いものを作る姿勢について高評価であった。 

本プロポーザルにおいて、参加申し込みが１者であったが、受託候補者であるジ

ェイエムシー株式会社大阪支店においては基準値を超え、同様の業務実績が豊富で

あることを踏まえ、本業務の履行が可能であると判断した。 

（３）今後の事業実施にあたって 

なお、受託候補者には以下の点を期待する旨申し添える。 

 事業者・共同事業体名（得点順） 点数

 ジェイエムシー株式会社大阪支店 ６７４ ／１，０００点



①市民にとって分かりやすい計画書を作成するため、市と密に連携し、積極的な

提案を期待する。 

②本提案による体制だけでなく、万一に備えたバックアップ体制により確実に業

務を遂行し、滞りなく分析等の業務を実施することにより、本市の介護保険料基

準額の算定、施策立案等ができる適切な提案を期待する。


